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映画 の意 匠 と して の ジ ャ ンル
前 田 茂/京都精華大学
本発表では 「ジャンル」を映画の意匠に相
当するものとして考察 した。映画ジャンルは,
例えば文学において取 り扱われるそれよりも,
む しろ商業音楽の分野で取り上げられるそれ
に近 く,また映画固有の事情をも強 く反映し
ている。
ハ リウッドが製作 した大部分の作品は,一
定規模の映画会社が製造する商品として流通
してきた。結果,そ うした商品としての作品
は,新奇さを競うよりもむしろ既存の市場を
維持する役割を担う。この役割を充たすため,
商品は観客の好みに直接に訴えるラベルとと
もに出荷された。例えば 「ホラー」 というラ
ベルが順調 に機能 していれば,映画会社はホ
ラーに属する作品を製作する際に,そ れまで
の観客の動向を分析し,作品の収益をある程
度まで予測できる。またホラー好きの観客は
そのラベルを選択 しさえすれば,同 時期に公
開される映画作品全て鑑賞せずとも自らの好
みを端的に満足させられる。かくして映画の
作り手と受け手の双方において 「当たり外れ」
の不確定要素が減り,市場は安定するだろう。
各映画会社が作品の製作から配給,興 行まで
を一手に統制できた 「スタジオ ・システム」
の時代,ハ リウッド映画はこうしたラベルと
ともに出荷された。このラベルが映画の 「ジャ
ンル」 と呼ばれているのである。 したがって
映画ジャンルは,こ の両者の相互作用を円滑
に働かせる中継装置であった。このように,
作品の作り手 と受け手を仲介する様式上の特
質 という意味で,本発表では映画ジャンルを
意匠として論 じた。
歴史の過程を通 じて,映画ジャンルは作 り
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手と受け手の相互作用のただなかで絶えず流
動的に変容 し,また複数のサブジャンルを形
成 してきた。実際,た とえ消費の現場で西部
劇が売れているか ら次も西部劇を製作すると
決めたところで,や はり製作の現場では,西
部劇に帰属する特徴とは何かについての解釈
が行われる。また,そ うして西部劇のラベル
のもとに公開された作品が鑑賞される際にも,
観客は作品内の個々の要素について,そ れら
が謳われたラベルに合致するかどうかの視点
か ら鑑賞するのではな く,少な くとも事前に
了解 していたジャンルの慣習 とそれらの要素
の間の距離を解釈 し,享受する。 したがって
映画ジャンルは,作品の類型 というよりも,
む しろ作 り手の製作と受け手の鑑賞における
二つの解釈の実践を方向付けつつ変容するの
だと理解せねばならない。そこにはジャンル
の二面性(作 り手 ・受け手双方を向いている)
に由来する不確定性(ジ ャンルの境界は明確
できない)が指摘できよう。
こうしたジャンルの曖昧さは,作 品の外部
だけでなく内部にも見いだされる。一般に映
画のジャンル批評は作品のジャンルを特定す
る際に,作品の映像構成(ア イコノグラフィ)
と物語構成(ナ ラ トロジー)の双方に注目す
る。幌馬車やサボテンのアイコンのみが西部
劇を決定するとは限らず,ま た建設的な移民
者と怠惰な妨害者の不均衡な二項対立のみが
西部劇を決定するのでもない。そして,こ れ
ら二つの要素が互いに異質なまま共存するこ
とが,ジ ャンルの多産な交配の原因の一つだ
と考えられる。例えば,「SF探偵映画」 と
は,映 像構成としては近未来のテクノロジー
に由来するアイコンが登場 し,物語構成とし
ては謎解きを主調とするプロットが特徴的な
ジャンルのことである。言い換えれば,そ う
したアイコンが登場する以上,そ れは 「SF」
と呼ばれねばならず,ま た謎解きをプロッ ト
の主調とする以上,「探偵映画」 と呼ばざる
を得ないのだから,「ブレー ドランナー』(19
82)のような作品をなおもジャンル映画とす
るためには,二つの名前を総合 して 「SF探
偵映画」という交配物を想定せねばならない。
注意すべきなのは,ジ ャンルの指標 となる映
像構成と物語構成は,互 いに異質なままであ
るとはいえ,し か し個々の作品において具体
的かつ緊密に結び付いていることである。一
つのジャンルについては,これら映像構成 と
物語構成の二元的な結 び付きが,作 り手 と受
け手の相互作用の中で,具 体的な解釈の実践
として追究されるのである。
従来の映画批評は,上記のようなジャンル
外部の二面性と不確定性,そ して特にジャン
ル内部の二元性を過小評価 し,個々のジャン
ルの変容をもっぱらジャンルの背景について
の心理学的 ・社会学的な考察を通 じて説明し
てきた。そこで本発表では,映画のジャンル
批評が等閑視 してきたこの部分に注 目するこ
とによって,ジ ャンルが本来,そ れ自体にお
いて自らの解釈,さ らにはパロディに変容 し
ようとする傾向を持 っていることを指摘 した。
例えば,ホ ラーに特徴的なアイコンである異
形の怪物は,《13日の金曜日》 シリーズのよ
うに,し ばしばその異形 さを追い求めるあま
り荒唐無稽なこけおどしに堕してしまう。つ
いには怪物 ジェイソンが殺人 ロボットにまで
進化する 『ジェイソンX』 といった続編は,
しかしながら映画の観客がこうしたこけおど
しすら娯楽の対象 とし,また映画製作の側 も
こうした娯楽を前提 としつつ作品を提供 し始
めるというジャンルの変容を示 している。こ
れはホラーから他ジャンルへの変質ではな く,
ホラーというジャンルをむ しろ追究 した上で
の変容だと言わねばな らない。つま り,ある
ジャンルが完成する分だけ,そ れはむ しろ当
のジャンルについて反省する何か別のものに
変容 してしまうのである。
こうしたジャンルそれ自体の変容を説明す
るには,や はりジャンル外部および内部の両
義性に由来する解釈の余地に注目する必要が
ある。その限 りにおいて,ジ ャンルは固定 し
た既存の枠組みではな く,絶えず自らを刷新
する枠組みの発生そのものなのだが,実 際に
はジャンルは複数の映画作品を束ねる分類項
目として,そ の生産性を取 り除かれている。
というの も,ある作品が,一 つの枠組みとし
てのジャンルについて解釈ないしパ ロディを
な していることは,作 り手 と受け手の間の暗
黙の了解のうちになされねばならない。 もし,
誰かがこの暗黙の了解を名指 ししてしまった
ら,ち ょうど喜劇の笑いが笑いのツボを解説
することによって 「しらけて」 しまうように,
この変容それ自体 も失効 してしまうだろう。
ところが,映 画のジャンル批評は常にジャン
ルの変容の後になって,当の作品を新しいジャ
ンルの出発点か,あ るいは既存のジャンルの
終着点に位置付け,こ れを特徴的な映像構成
と物語構成に振 り分けてしまう。その結果,
ジャンル自身の変容する力は解消され,ジ ャ
ンルは相変わらず枠組みとして理解されるの
である。その一方で,作 り手と受け手の相互
作用のうちにある大衆芸術としての性格を踏
まえながら,映画ジャンルの生産性を維持し
つつ,こ れを語る方法を探ることは,批評の
課題 として残されたままだと言えるだろう。
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